
雲南市清流再生計画

殊
の
ほ
か
暑
い
夏

で
す
。
今
年
は
、
雲

南
市
も
７
月
〜
９
月

の
間
、
仕
事
は
軽
装

で
と
な
り
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て

国
の
機
関
で
も
取
り

組
ま
れ
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
が
流
行
語
と
な
っ
て

い
ま
す
。

半
袖
に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
は
た
し
か
に
涼
し

く
、
こ
の
時
期
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
と
思
え

ま
す
。
省
庁
主
催
の
事
業
に
参
加
す
る
際
、

大
臣
も
軽
装
で
出
席
す
る
の
で
、
参
加
者
も

そ
の
よ
う
に
と
の
国
か
ら
の
通
知
文
も
届
い

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
か
ら
上
京
す
れ
ば
、
民
あ

り
官
あ
り
と
い
ろ
い
ろ
な
先
を
訪
問
し
ま
す
。

と
な
れ
ば
軽
装
で
は
失
礼
と
思
わ
れ
る
先
も

あ
る
こ
と
か
ら
背
広
、
ネ
ク
タ
イ
で
の
上
京

ス
タ
イ
ル
と
な
り
が
ち
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
省
庁
主
催
の
会
議
場
ま
で
は

地
方
か
ら
の
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
背
広
、
ネ
ク

タ
イ
姿
。
そ
れ
が
会
場
に
着
く
と
皆
さ
ん
一
斉

に
背
広
を
脱
ぎ
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
姿
に
。

会
場
に
着
い
て
や
れ
や
れ
と
の
思
い
で
の

軽
装
と
思
う
の
で
す
が
、
通
知
文
効
果
の
方

が
大
き
い
と
思
え
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
一
色
の
光

景
は
、
か
な
り
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
創
る
の
が
地
方
分

権
。
服
装
の
選
択
は
、
そ
の
序
の
口
に
も
な

り
ま
せ
ん
。

（
雲
南
市
長

速
水
雄
一
）
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地域再生計画とは、地域が創意工夫を凝らし、資源や特性を活かした自主的な取り組みにより、地域経済
の活性化や地域における雇用機会の創出などの地域再生に取り組む計画です。
またこの計画は、法規制の緩和を進める構造改革特区に続き、補助金制度の改革をめざすとされ、国から

の認定により、積極的な支援を受けることができます。

８
月
12
日
、
島
根
県
庁
で
、
島
根
大
学
と
雲
南
市
と
の
包
括

的
連
携
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
雲
南
市
で
は
、
島
根
大
学
と
協
力
し
、
市
民
生
活

相
談
（
無
料
法
律
相
談
所
）
の
実
施
や
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
共
催
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
医
療
・
福
祉
、
環
境
問

題
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
島
根
大
学
と
相
互
協
力
し
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
大
学
側
・
市
側
か
ら
関
係
者
20
人
が
出
席
し
、

本
田
雄
一
学
長
と
速
水
市
長
が
協
定
書
に
署
名
・
押
印
し
ま
し

た
。ま

た
、
７
月
20
日
に
は
、
雲
南
市
教
育
委
員
会
と
島
根
大
学

教
育
学
部
と
の
間
で
も
、
連
携
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
が
交

わ
さ
れ
て
お
り
、
教
育
問
題
や
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
、

連
携
・
協
働
し
て
研
究
、
交
流
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

9月11日（日）は衆議院議員総選挙（小選挙区・比例代表）
最高裁判所裁判官国民審査の投票日です

雲南市の選挙人名簿に登録されている方で、最近市外へ転出された方や8月23日以降に市内転居をされた方は、
旧住所地の投票所で投票することとなります。
入場券は、郵送により個別に送付しますので、入場券を持参のうえ投票に行きましょう。
ご不明な点は、雲南市選挙管理委員会（ 0854－45－0141）または各総合センター総合調整課までお問
い合わせください。

雲南市は、市内のお住まいの区域により小選挙区が異なりますのでお間違いのないようご注意ください。

現代社会では、過疎・高齢化をはじ
め地域医療、環境問題、振り込め詐欺
などの消費者問題、少子化対策など幅
広い分野において問題を抱えています。
これらの問題は、年々複雑多様化し

ており、専門の知識を有する団体と密
接な連携・協力による問題解決が必要
となってきています。
そこで、総合教育・研究機関である

島根大学との間において、包括的協定
を締結し、市民が健やかに安心して暮
らせるまちづくりをめざします。

雲南市清流再
生計画は、市内
の汚水処理施設
整備を促進し、
河川の清流を再
生することで、
子どもたちが自
然や生命に触れ
ることのできる
美しい川づくりを行うものです。
この計画に基づく国の支援として汚水処理施設整備

交付金があり、同交付金を活用することで、市で行っ
ている公共下水道事業、農業集落排水事業、合併浄化
槽事業について、年度間の事業量の変更や他の類似事
業への充当が可能となり、一体的かつ効率的に事業を
実施できます。
環境問題への関心が年々高まる中、市では下水道普及
率の向上を図り、河川浄化等による本市のもつ地域資源
の利活用、魅力の向上により、交流人口の拡大を図り、
地域経済の活性化につなげます。

交流人口の拡大と地域経済の活性化をめざして

雲南市の地域再生計画が国の認定を受けました

雲南市ふるさと通貨交流計画

雲南市ふるさと通貨交流計画は、住基カード及び携
帯電話を使った地域通貨システムを展開することで、
市内生産及び消費の拡大により地域経済の活性化と都
市住民等の交流人口の拡大を図るものです。
具体的には、都市圏域からインターネットを利用し

た特産品の購入やアンケート調査の回答、本市のＰＲ
活動及び市内の公共施設を利用した場合等にポイント
を取得でき、貯まればそのポイントを利用して、特産
品との交換や各種施設を割引利用することができるよ
うになります。
また、住基カードの普及により、行政手続きオンラ

イン化の推進にも活用します。

地域再生計画とは

包 協 定 の
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括
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小 選 挙 区

島根県第1区

島根県第2区

区　　　　　　　域

大東町、加茂町、木次町の区域（旧大原郡の区域）

三刀屋町、吉田町、掛合町の区域（旧飯石郡の区域）


